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広
報

ヤマセ止み、地蒔ホタテ初出荷！
ヤ
マ
セ
が
吹
き
荒
れ
た
。
実
に

一

ヶ
月

余
。
何
日

続
い
た
か
数
え

る
の
も
嫌
に
な
っ

た
。

晴
れ
て

い

て
も

、
波
を

ギ
ラ

ギ
ラ

光
ら
せ
て

襲

い
か
か
っ
て
く

る
。

日

が
出

れ

ば
ま

だ
良

い
方
で

、
大
抵
は
空

全

体

が
ど
ん
よ
り

と
曇
わ

㈹

い
る
。

そ
う
す

る
と
、
海

は
鈍
色
に

ど
よ

め

い
て

、
真
夏

で

も
ス
ト

ー

ブ
の

世
話

に
な
ら
な

い
こ
と
に
は
過

ご

せ
な

い
。

宮
沢
賢
治

が
「
寒
サ

ノ

夏
「

オ

ロ
オ
ロ
歩

き
」

と
言
っ
て

い
る
の
も

、
き
っ

と
ヤ
マ
セ
の
こ

と
だ
ろ
う
。

か
の
賢

治
で
さ
え
う

ろ
た
え

た
程
ヤ

マ
セ
は
恐
ろ
し
い
。

わ

が
村
は

、
メ
イ

ン
の
農
業
と
漁

業
の

ど
っ
ち

も
痛
手

を
受

け
る
。

そ
し

て
、
そ

れ
に
じ

っ
と
耐
え
な

け
れ

ば
な
ら

な

い
。

あ
あ
、

オ
ロ
オ

ロ
し

て
は

い
ら

れ
な
い
の
で
す

。
私

た
ち

も
考
え

ま
す

の
で
、

誰
で
も

い
い
か
ら
ヤ

マ
セ
の
克
服
方
法

を
教
え

て
下

さ

い
。

お
願

い
で
す

。
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身
の
ま
は
り
は
草
だ
ら
け

み
ん
な
咲
い
て
る山
頭
火

9
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1993



広報よもぎた

陸
上
小
松
美
由
紀
・
久
慈
優
子
選
手
が
一
位
！

準優勝に輝くゲートボール部砲丸投二位坂本豊昭選手

第
四

十
八
回
市
町

村
対
抗

青
森

県
民

体
育
大
会

が
八
月

七
日
（
土

）

～
八

日
（
日

）
三

沢
市

を
会
場

に

開

催
さ
れ
、
村
選
手

団
五

十
名

は

今
大
会

六
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。

上
位

常
勝
の

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
は

予
選
リ

ー
グ
を
全

勝
で
通
過
し

決

勝
ト

ー
ナ

メ

ン
ト

へ
と
駒
を
進
め
、

一
回

戦
天

間
林
村

、
二

回
戦
常

盤

村
を
退
け

、
決
勝
は

稲
垣
村

と
対

戦
。

接
戦
の
末
、
惜
し

く
も
準
優

勝

と
な
り

ま
し
た
。

昨
年

準
優
勝
の
卓
球

は
、
一
回

戦
小
泊
村

、
二

回
戦
田
舎

館
村

、

と
勝
ち

進
み
、
三

回
戦
常

盤
村

と

対
戦

、
善
戦
し
ま
し

た

が
惜
し

く

も
三
位

と
な
り
ま
し

た
。

十

年
ぶ
り
の
県
大

会
出
場

と
な

っ

た
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
は

東
通
村

と
対
戦
、
二
対

○

と
ス
ト

レ
ー
ト

負
け
し
た
も

の
の
、
一

セ

ッ
ト
は

十
六
点
（
二

十
一
点
先
取

）

ま
で
追

い
込
み
を
見

せ
る
な

ど
、

観
衆
を
湧

か
せ
ま
し

た
。

陸
上

競
技
は
男
子

、
女
子

と
も

多
く

の
種
目

に
入
賞
し

、
特
に
女

子
は
総
合
二

位
と
大
健
闘
し

ま
し

た
。総
合
得

点
は
最
終
的

に
村
の
部

十
三

位

と
善
戦
し

ま
し

た
。

三
位
以
内
入
賞
は
次
の
と
お
り

で
す
。

団
体
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
　
準
優
勝

卓
　
球
　
　
　
　
　
　

三
位

陸
上
男
子

四
百
片
　
　
二
位
　
佐
井
　
　
皇

砲
丸
投
　
　
二
位
　
坂
本
　
豊
昭

陸
上
女
子

百
じ
　
　
　
一
位
　
小
松
美
由
紀

走
幅
跳
　
　
一
位
　
小
松
美
由
紀

砲
丸
投
　
　
一
位
　
久
慈
　
優
子

幅跳び吉田智範選手ゼッケン43 は 蓬田大川誠 治選手小松選手、このジャンプで一位

市町村対抗県民体育大会から● 2

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
準
優
勝
！

第
四
十
八
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会



広報よもぎた

成人式20歳を迎えて
47名新たな旅立ち

村
長
と
清
水

信
造
村
議
会

議
長

か

ら
そ
れ

ぞ
れ
お
祝

い
の
言

葉
か
お

り
主
し
か
。

新
成
人
代

表
の
八
戸
千

草
（
阿

弥
陀
川

）
さ
ん
は
、

「
私
達
は
荒

波
の
中
に

立
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

一
つ
二

つ

と
波
を
受
け
て

、
私
達

は
さ
ら

に
成
長
し
て

い
く
事

が
で

き
る
で
し
ょ
う

。
今

、
私
達
は

、

明
る

い
、
豊
か
な

、
住
み
よ

い
村

づ
く
り
の

た
め
の
良
き
成

人
と
な

り
、
ま

た
原

動
力

と
な
り
う

る
よ

う

、
切
磋
琢

磨
し
て

い
く
決
意

で

す

」

と
新

成
人
の
誓

い
の
こ

と
ば

を
述

べ
ま
し

た
。

こ

の
後
、
村
長

か
ら
村
の
木

に

指
定

さ
れ
て

い
る
黒
松

「
玉

松
」

が
、

デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
ネ
ク

タ
イ

ピ
ン
を

男
性
に
、
女

性
に
は
ネ

ッ

ク
レ

ス
を
そ
れ

ぞ
れ

プ
レ

ゼ
ン
ト

し

ま
し

た
。

ま
た

、
村
選
挙
管

理

委
員
会

坂
本
孝
男
委

員
長
よ
り

。

「
選
挙
啓

発
」
用

の
オ
リ

ジ
ナ

ル

テ

レ

ホ
ン
カ
ー
ド

が

プ
レ

ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し

た
。

ひ
き

つ
づ
き
、
村

民
の
誓

い
を

坂
本

幾
子

（
中
沢

）
さ
ん

と
新

成

人

が
全
員
で
斉
唱
し

ま
し

た
。

記

念
講
演
は
、
金
木

町
の

お
な

じ
み

。
地
吹
雪
体

験
ツ
ア
ー

”
の

実
行
委
員
長

で
も
あ

る
角
田
周
氏

が

。
翔

は

だ
け

蓬

田

”
と

題

し

「
青
森
県

全
体

の
観
光
消
費

額
は

千
五
百

億
円

あ

る
（
県
民
一
人

あ

た
り

十
万

円

）
地
元

産
業

と
し

て

今
後
大

い
に
期
待

で
き
る
。
二

十

代
は
行

動
力

、
年
配

者
と
う

ま
く

付
き
合

い
、
今

後
の
活
動
に
活

か

す
。

わ

が
故

郷
を
よ
く
知

る
こ
と

か
ら
地

域
活
動

を
始
め
る
。
情
熱
・

熱
風

・
セ
レ
ナ

ー
デ
、
情
熱

は
決

し
て
無

駄
で
な

い
、
若

さ
ゆ
え
熱

く

燃

え

行

動
し

た
時

に

は

、

冷

静
に
地

域
を
見

つ
め
る
」

と

バ
イ

タ
リ
テ

ィ
ー
溢

れ
る
講
演
を
し

て

い
た
だ
き
ま
し

た
。

そ
の

後
、
久

慈
登
世

雄
中
央
公

民
館
長

の
発
声

で
関
係

者
全
員

、

ジ
ュ
ー

ス
で
乾

杯
し

ま
し

た
。

式
典

終
了

後
は
、
新
成
人

と
来

賓

が
一
緒
に
記

念
撮
影
を
し

て
め

で

た
い
成
人
式

を
閉
じ
ま
し

た
。

3●村成人式から

新
成
人
を
祝
う
平
成
五
年
度
、

村
成
人
式
が
八
月
十
四
日
（
土
）

村
中
央
公
民
館
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

式
は
午
前
十
時
か
ら
始
ま
り
、

海
田
年
策
教
育
委
員
長
か
ら
式
辞

が
あ
り
、
続
い
て
、
八
戸
良
次
郎
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第1 回

花火大会
村商工会主催

夏
の
夜
空
を
飾
る
第
一
回
蓬
田

村
花
火
大
会
が
、
八
月
十
四
日
夜

開
催
さ
れ
会
場
と
な
っ
た
蓬
田
漁

港
に
は
大
勢
の
人
加
詰
め
掛
け
ま

し
た
。
サ
晶
工
会
が
主
催
す
る
こ
の
大

会
は
、
昨
年
ま
で
の
盆
踊
り
大
会

に
変
わ
る
も
の
で
、
今
年
が
第
一

回
目
（
昨
年
ま
で
は
ミ
ニ
花
火
大

会
と
し
て
開
催
）。

花
火
打
ち
上
げ
の
前
に
は
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム
と
し
て
シ
ャ
ン

ヶ
ン
大
会
が
行
な
わ
れ
、
二
勝
先

取
し

た
方
に
は
賞
品

が
贈
ら

れ
ま

し

た
。
二

の
夏

、
長

い
梅
雨

と
東
風

が

続
き
ま
し

た

が
、
こ

の
日
は
よ
う

や
く
風

も
止
み
花
火
日
和
と
な
り
、

午
後
八
時

の
開
始

か
ら
次
々
と
打

ち
上
げ
ら

れ
る

と
、
場

内
は
朧
声

と
た
め
い
き
の
渦
と
な
り

ま
し

た
。

打
ち
上

げ
ら

れ
た
花
火
は
約
二

百
八
十
発
。

頭
上
で
犬

音
響
と

と

も
に
、
七
色

の
光
を

夜
空
に
放

つ

臨
場
感

は
ま
き
に
圧
巻

で
し

た
。

新しい農業委員紹介
７月20日就任しました。

氏　　 名　　 地　区　　 電 話 番 号

森　　 秀 夫　阿弥陀川　27 － 2871
八　戸　与一郎　阿弥陀川　　27 － 2055

貪　谷　初三郎　阿弥陀川　　27 － 2863

藤　田　尚　政 中　 沢　27 － 3199

山　本 兼 光 蓬　 出　27 － 2256

田　中 舘 広 広　 ㈲　27 － 2378

張 闇 市 郎 長　 抖　27 － 3262

七　戸　祥　一　広　　㈲　　27 ― 2628

八 戸 猛 美 阿弥陀川　27 － 2008

坂 本　　 登 瀬 辺 地　27  ― 2314

大 宮 正 一 郷　 沢　27 － 2056

越　田　由 一 ㈲ 辺 地　27 － 2324

久 慈 義 広 高　 根　27 － 2375

青 木 久 馬　阿弥陀川　27 － 2043

◆会　　　長　青　木　久　馬

◆同職務代理　越　田　由　一

地
域
の
た
め
に
役
立
て
て
！

坂
本
和
美
さ
ん
が
寄
付

八
月
士

八
日
（

水
）
坂
本
和

美

（
千
葉
県

在
住

、
中

沢
出
身

）
さ

ん

が
役
場

を
訪

れ
、
村
発
展

の
た

め
に
役

立
て
て

と
、
小

畑
清
言

収

入
役

へ
寄

付
金
三
万
円

を
手

渡
し

ま
し

た
。

頂

い
た
寄
付
金

は
村
社
会
福

祉

協
議
会

が
、
社
会
福

祉
に
役

立
て

る
事
に

な
り
ま
し

た
。

坂
本

さ
ん
に
は

、
本

誌
、
平
成

三

年
二
月
号

の

。
け

っ

ぱ
る
蓬
田

人

”
に
も

登
場
し
て

い
た

だ
い
て

お
り
ま
す
。

あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

第１回花火大会から● 4



慰
霊
祭
し
め
や
か
に

村民野球大会

八
月
十
六
日
（
日
）
、
恒
例
の

村
民
野

球
大
会

が
蓬

田
小
学
校

グ

ラ

ン
ド
及

び
、
蓬
田

中
学
校

グ
ラ

ン
ド

に
お

い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日

は
小
ｍ

が
降
る
あ

い
に
く

の
天
気

で
開
催

が
危

ぶ
ま

れ
ま
し

た

が
、
集
合
時
間

の
午
前
七
時
四

十
五

分
に
は
六

地
区

の
選
手

が
巣

合
し

ま
し

た
。

開

会
式
で

は
、
昨
年
優
勝

の
郷

沢
チ

ー

ム
か
ら
カ
ッ

プ
が
返
還
さ

れ
た
後
、
八
幡

敏
雄
村
体
育

協
会

会
長

か
ら
「
地
域

の
和

と
親
睦
を

は

か
る
こ

の
大

会
、
甲
子

園
に
負

け

な
い
熱
戦

を
期
待
し
ま
す

」
と

あ

い
さ
つ

が
あ

り
ま
し

た
。

試
合
は
七
回

戦
、
試
合
時
間

は

一
時
間
三

〇

分
、
高
校
野

球
現
役

選
手

は

ピ
ッ
チ

ャ
ー
以
外

の
ポ

ジ

シ
ョ
ン
、
審

判
は
敗
戦
チ

ー

ム
か優勝した阿弥陀川チーム

判定は“アウト！”準優勝の中沢チーム

ら
出
す

と
い
う

内
容
で

行
わ

れ
ま

し

た
。
各
チ

ー

ム
の
顔

ぶ
れ
は
中
学

生

か
ら
高
校

生
、
青
年

、
壮
年

と
多

彩
で
、

お
互

い
声
を

掛
合

い
、
励

ま
し
あ

い
な

が
ら
和
気

あ

い
あ

い

で
試
合
は

進
み
ま
し

た
。

ま
た

、
お
盆

で
帰

省
し

て

い
る

方
も
参
加
し

、
久
し

振
り
に
合
う

仲
間

と
野

球

が
で
き
る
と
あ
っ
て
、

元

気
に

プ
レ
イ
を
楽
し

ん
で

い
ま

し

た
。
決
勝
戦

は
、
阿

弥
陀
川
チ
ー

ム

と
中
沢
チ

ー

ム
の
間

で
争
わ

れ
十

一
対
二
で

、
阿
弥

陀
川
チ

ー

ム
が

優
勝
を

飾
り

ま
し

た
。

5 ●村慰霊祭／村野球大会から

八
月
二

十
日
（
金

）
、
玉

松
台

場
に

お
い
て

、
村
戦
没
者
慰

霊
祭

が
、
来
賓

及
び
遺
族
会
員

と
関
係

者
百

五
十
名

が
参
列
し
行

わ
れ
ま

し

た
。
午
前
十
時
三

十
分
に
国

旗
を
掲

揚
し

た
後
、
読
経
が
始
め
ら

れ
ま

し

た
。
そ

の
後
、
八
戸
良

次
郎
村

長

が
祭
文

を
、
坂
本
増
吉

村
遺
族

会
会
長

が
祭
詞
を
奉
呈
し
ま
し

た
。

引
き
続
き

、
県
知
事
（
代

読

）
、

陸
上
自
衛

隊
第
五
普
通
科
連
隊
長
、

清

水
信
造
村
議
会

議
長

が
そ

れ

ぞ

れ
追
悼

の
こ

と
ば
を
述

べ
ま
し

た
。

村
内
有

志
婦
人

に
よ
る
御
詠

歌

が
流
れ
る
中

、
参
列

者
全
員

が
焼

香

を
行

い
ま
し

た
。

八

戸
村
長

と
坂
本
遺
族
会
会

長

が
そ
れ

ぞ
れ
あ

い
さ
つ
を
述

べ
式

を
閉
じ

ま
し

た
。

式

の
後
、
自

衛
隊
第
五
普

通
科

連

隊
ラ

ッ

パ
隊
に
よ
る
演
奏

と
銃

剣
道
の
演
武

が
披
露
さ

れ
す

べ
て

を
終
了
し
ま
し

た
。

優勝！阿弥陀川チーム！



広報よもぎた

交
通
事
故
を
な
く
し
よ
う

－

好

天

に

恵

ま

れ

て
Ｉ

今

年

の
夏

は

、

こ

れ

ま

で

な

か

っ

た

冷
夏

。

や

ま

せ

、

や

ま

せ

で

夏

休

み
中

の

子

ど
も

達

が

か

わ

い

そ
う

な

く

ら

い
の

天

気

で
し

た

。

こ

ん

な
夏

休

み

の

一

日

、（
八

月

十

六
日

）、
村

の
交

通
少

年
団

の
研
修

が
行
な

わ
れ

ま
し

た
。

お
盆
中

さ

ら

に
各
地
で
夏
ま
つ
り
が
催
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ

っ
て
、
当
初

の
参
加

人
数

が
少
な

く
な
っ
た
（

プ
ニ

ン

ダ
も
あ
り
ま
し

た

が
、
当
日

は
、

久
し

ぶ
り

の
晴
天

に
な
り

、
参
加

し

た
団
員
も
（

リ

キ
ッ
て
出

発
。

－

交
通
機
動

隊
で
－

ｊ
’
・
　
。

ま
ず
、
青
森
市

港
町
に
あ

る
県

交通機動隊員から説明を聞く

交
通

機
動
隊
を
訪

問
。
玄
関

で
、

隊
員

の
山
田
さ
ん

と
三

浦

さ
ん
が

出
迎
え

て
く
れ
ま
し

た
。
早

速
、

交
通

機
動
隊
の
仕

事
と
交
通

安
全

の

お
話

が
あ
り
、
そ

の
後
、
最
新

式

の
白

バ
イ
（
七
五

〇

巴

二
台

と

パ
ト

カ
ー
の
説
明

か
あ
り
ま
し
た
。

少
年
団

員
も
白

バ
イ

に
は
興

味

が
あ
っ

た
よ
う

で
、

「
す

ぐ
乗

れ

る
よ
う

に
な
り
ま
す

か
。
」
な

ど
の

質
問

を
し

て

い
ま
し

た
。

－

七
億

八
千
万
円

の
通
信

施
設
－
　
　
　
　

匸

｀
　
’

次

に
、二

回
森
県

営
察
本
乙

部
４
階
ビ

澣
右

通

信
司
令
へ

室
に

お
じ

ゃ
ま
し
ま
し
た
。

県
内

の
す

べ
て

の
市
町

村

の

い
ろ

い
ろ
な
情
報

を
入

れ
た
通
信

シ
ス
テ

ム
。

な

ん
と
七
億
八

千
万

円

か
か

っ
た
そ
う
で
す

が
、
県

民

一
人
あ

た
り

に
し

た
ら
、

五
百

円
ち
ょ

っ
と
。

安
心

を
買
う

と
し

た
ら
安

い
も

の
か
と
も
…

…
。

－

み
ん
な
で

交
通
安

全
－

研

修
し
て
気

が
付
く
こ

と
は
、
り
っ

ぱ
な
施
設
や

機

械
も
必
要
で
す

が
、
や

は
り

、
一
人
ひ

と
り

の
交

通

安
全
へ
の
気
配
り

だ
と

い
う

こ
と
で
す
。

み
ん
な

で
交
通

安
全
を
呼

び
か
け

ゝ

ま
し
ょ
う

。

県警通信司令室で110 番通報

交通死亡事故ゼロ5 年間達成

本
村

で
は
、
八
月

二

十
三

日
で
村
内
発

生
交
通
死

亡
事
故

ゼ

ロ
満
五

年
間

を
達
成

し

、
青
森
県

知
事

か

ら
八
月
二

十
五
日
表

彰
さ

れ
ま
し

た
。

日
数
で

換
算
す
る

と

二

八
二

六
日
と

な
り
、
ま
も
な
く
二

、

〇

〇
〇
日

と
な
り
ま

す
。
不

幸
な

事
故

が

こ

の
ま
ま

お
こ
ら
な

い
よ
う

お
互

い
に
気

を
付
け

ま
し
ょ
う

。

交
通
安
全
高
齢
者

家
庭
訪
問
事
業
に

ご
協
力
を
／

最
近
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
に

入
っ
て
い
な
い
高
齢
者
の
交
通
事
故
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
青
森
県
で

は
、
老

人
ク
ラ

ブ
の
協
力
を
得

て
、
本

村
を
「
交
通

安
全
高
齢
者

家
庭
事
業
」
実

施
地
区

に
指
定
（
本

年
度

の
み

）

九
月
二
十
三
日
か
ら
の
秋
の
交
通
安

全
運
動
期
間
中
に
、
村
内
各
地
区
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
代
表
の
方
が
チ
ラ
シ
を
持

っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

交通少年団研修から●　6

交
通
少
年
団
研
修

青森県警察本部の玄関で

未来の婦人白バイ隊
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7 ●第２回バイアスロンインよもぎた

第2回バイアスロンINよもぎた　　大

会

の向こうに何かが見える！！

蓬田村観光協会

日本テレコム

バイアスロンINよもぎた実行委員会

よもぎた村農業者トレーニングセンター前

開催日時

9月12 (日)

蓬 田 彳Ｆ 蓬 田 村 観 光 輪 会･::蓬 田 村 体 脅 協 会･ 蓬 田 村 商 工 会 し] 昌 三 千 回

蓬 田 村 農 業 協 同 組 合･ 蓬 田 村 漁 業 協 同 組 合･ 蓮 田 村 漣 合 婦 人 会,= 才 子 ＝

蓬 田 村 青 年 団 体 連 絡 協 議 会･ 蓬 田 村 商 工 会 青 年 部･
士::
… …
…レノ: －=: ゜JI=i°15;

蓬 田 村 農 業 協 同 組 合 婦 人 匐･ 蓬 田 村 交 通 安 全 協 会i･躔 田 村 交 通 梱 導 隊4:::

建 築 組 合 第18 蓬 田 支 部･ 胄 森 県 ト ラ イ ア ス ロ ン 協 会

蓬 田 村 商:t 会 婦 人 郡･ 蓬 田 村 農 業 協 同 組 合 胄 年 部
……I,:II,l=:1

万J,Ij=::1==:J゛ 1==
宍III=;=J;11
°;1:

ＡＢ Ａ 青森 朝 日 放 送 ㈱ｊＲ ＡＢ 青 森放 送 ㈱･ ㈱ ＡＴｖ青 森 テレ ビ･ ㈱Ｆ Ｍ 青森･

フ クｙ スポ ー ツ 脾 ｍ 聘 建 嘶 ヤTフダ 事 移機 婢･ 罩 田 観 光 莅呉 嘶 …

……､

百 万:j…
…､=:万､jJ

陸 奥 蓬田 郵 便局･ ㈲ 蓬 田 製 材所･ ㈱ 青 森印 刷 セ ン タフ レ ……千 千 壮
卜
言 示 二 と……j11:

貪 坂本 餐 鶏 組 合･ 卜 Ξfタ ガ ロ仟 う 青森 ㈱y ㈲ フレ ッグ 農 産 レ ニ 尚 二゚ '95°卜]y=≒ヽ
…
………j==

コカ コ ー ラ 青 森 ㈱･ ㈱ 久 慈 プ ル･ﾆﾚ]ブ ル ２` 囗Ｔ ド 青 森 地 域 広 域 事務 組合 二 卜

㈲ 蓬田 ｸﾞﾘｰ ｼﾞ圜発 濔 篷畄 細装 濔 森マ ツ ダ 白 勧 崋 言 言 言 言訃=　　 ノ ゾヤ

宵森 銀 行 蟹 田 支 店･ 青 森 県 信 用 組合 沖 館 支 店･ 西 部旅 行 サ ー ビ ス薗　 二=1…………1‘11
丁　　　　　　　:･　　　　 卜　　　　　 ………゙ ………

後　援

主　催

協　賛

主　管



AIDS（エイズ）は、英語のAcquird Immune Deficiency Syndrome

の頭文字をとったもので、日本語には「後天性免疫不全症候

群」と訳されている伝染|生疾患で、一種の性病です。エイズ

患者は、1981年（昭和56年）に米国で初めて報告されて以来、

世界中で増え続けています。テレビや新聞・週刊誌などでエ

イズの話題がとりあげられている中、今回は主に予防につい

て再度考えてみたいと思います。
後天性免疫不全症候群

エ
イ
ズ

に
感
染

し

な

い
た
め
に

▼
日
常

生
活
で
エ

イ
ズ
は
う

つ
る

の
？

●
エ
イ

ズ
ウ
ィ

ル
ス
は
感
染
力

か

弱

い
の
で
、
軽

い
キ
ス
・
握
手

・

せ

き
・

く
し

ゃ
み

・
蚊
や

ペ
ッ
ト

か
ら

は
う

つ
り
ま
せ

ん
。
ま

た
、

食

べ
物

・
食
器

・
銭
湯

・

プ
ー
ル

な

ど
で
感
染
す

る
心
配

も
あ
り

ま

せ
ん
。
こ

の
よ

う
に
、

エ
イ

ズ
ウ
ィ

ル

ス
の
感

染
の
仕
方

は
非

常
に
隕

ら

れ
て

い
る
の
で
、
学

校
や
職
場

な

ど
の
日
常

生
活
で
感
染
す

る
心
配

は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼

エ
イ

ズ
は
ど
う
や

っ
て

う
つ

る

の
？

●
エ
イ

ズ
ウ
ィ
ル

ス
の
感
染
は

、

血
液
や
精

液
、
膣
（
ち

つ

）
分
泌

液
に
限
ら

れ
て

い
ま
す
。

こ

れ
ら

の
も
の

が
感
染
源

と
な
り

、
粘
膜

や

傷
口

か
ら
感
染
し
ま
す
。

し

た

が
っ
て

、
主

な
エ
イ

ズ
ウ
ィ
ル

ス

の
感
染

経
路
は
、
感
染
者

と
の
性

行

為
、
感
染
し

た
血
液

と
の
接
触

母
子

感
染

の
三

つ
で
す
。

▼

エ
イ
ズ
の

予
防
は

ど
う
す
れ

ば

い
い
の
？

●
い
ま
最
も
多

い
感
染

経
路
は
、

感

染
者

と
の
性
行
為
で
す
。
し

か

し

、
感
染
し

て
い
る
か

ど
う

か
は

外
見

か
ら

は
わ
か
・ら
な

い
し

、
感

染
者

の
多
く

は
自
分

が
感
染
し

て

い
る
こ
と
に
気

づ
い
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で

、
性
行
為
で

エ
イ

ズ
に

か

か
ら
な

い
方
法
と
し
て

は
、

・
不
特
定

多
数
と

の
性
交

渉
は

さ

け

る

・
肛
門
や

囗
を
使
う
性
行

為
は

さ

け

る

・
コ

ン
ド
ー

ム
を
使
う

な

ど
相
手

の
体
液
に
直

接
触
れ
な

い
工
夫

は
、
エ
イ

ズ
の
予

防
に
有

効
で
す
。

感
染
し

て
い
る
人

と
の
注
射

器

の
回
し
打

ち
な
ど
も

エ
イ

ズ
ウ
ィ

ル
ス
に
感
染
す

る
原
因

の
ひ
と
つ

で
す
の
で

、
麻
薬
や
覚

醒
剤
に
は

絶
対
手
を
出

さ
な

い
よ
う

に
し

ま

エ
イ

ズ
の
検
査
は

●
エ
イ

ズ
が
心
配

な
時
は
ま

ず
相

談
し

て
み

る
こ
と

が
一
番

で
す

。

県
内
各
保
健
所

で
は

エ
イ

ズ
相
談

専
用
電
話
を
設

置
し

て

い
ま
す

の

で
利
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
。

エ
イ
ズ
の
検
査

も
県
内
各
保
健
所

で
受
け
ら

れ
ま
す

。
匿
名
で
受

け

ら
れ
ま
す

の
で
、
本
名
や
住
所

を

知
ら
せ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ

ん
。

検
査
は
血
液

を
少
量
採

る
だ
け

の

も
の
で
、
十
分

か
ら
十
五
分

で
終

了
し

、
保
健
所

で
の
検
査
費
用

は

約
二

千
五
百
円

で
す
。
な

お
、
検

査

は
カ
ウ

ン
セ
リ

ン
グ
を
受
け

た

場
合

、
無
料

と
な
り
匿
名
で
受

け

ら
れ
ま
す
。

検
査
の
結
果
は
、
約
二
週
間
後

に
保
健
所
に
来
て
い
た
だ
き
、
直

接
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
一
人

保健所電話および検査曜日一覧

で
悩
ま
ず
に
相
談
す
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

保 健 所 名 エ イズ相談専用電話番号 エイズ検査採血曜日および時間

青 森 保 健 所 0177-41-9  6 6 6 毎週木曜日　　　13 : 00 ～14 : 00

弘 前 保 健 所 0172-38- 2 3 8 9 第２ ・４水曜日　10 : 00～11 : 00

八 戸 保 健 所 0178-27- 5 7 0 0 第２ ・４月曜日　9:30 ～10 : 30

黒 石 保 健 所 肌72 －52 － 7 5 7 5 第２ ・４水曜日　13 : 00～13 : 30

五所川原保健所 0173-33- エ０９０ 第１ 水曜日　　　 ］.1:00～12 : 00

十 和 田 保 健 所 皿76-23- 8 4 5 0 毎週木曜日　　　10 : 00 ～12 : 00

三 沢 保 健 所 0176-53- :L ］_O 工 第 ］_・３水曜日　］.3:00～13 : 30

む つ 保 健 所 0175-24- 4 4 3 3 第２ ・４火曜日　11 : 00～12 : 00

鰺 ヶ 沢 保 健 所 0173-72- 7 0 0 0 第４ 火曜日　　　10 : 00 ～12 : 00

七 戸 保 健 所 0176-62- 3 7 5 2 第２ ・４火曜日　13 : 00～13 : 30

三 戸 保 健 所 0179-23- 3 9 1 1 第３ 火曜日　　　14 : 30 ～15 : 30

※各保健所のエイズ相談専用電話の利用時間は、祝祭日を除く毎週月曜日から金曜日の午前８

時30･分から午後４時45分までです。

※各保健所のエイズ検査採血日は、祝祭日などにより変更される場合がありますので、あらか

じめ石寉認の上検査を受けてください。

保健コーナー(エイズ)●8

エ　　　 イ　　　 ズ AIDS (エイズ）ってなあに？

広報よもぎた



八
月

九
日

（
月

）
、
瀬
辺

地
地

区
天

満
宮

と
国

道
と
の
間

に
あ

る

旧
松

前
街

道
跡
地
を
保
存
し
よ
う

と
、
瀬
辺
地

地
区

の
有
志

の
み
な

さ
ん

が
草
木

を
切
り
払
う
等

、
整

備
作

業
を
行

い
ま
し

た
。

こ
の
旧
松
前
街
道
に
つ
い
て
は
、

瀬
辺

地
地
区

の
先

人
か
ら
の

。
申

瀬
辺
地
地
区
有
志

し

送
り
″
と
し
て

伝
え
ら
れ
て

き

て

お
り

、
有
志

の
み

な
さ
ん
は

、

こ

れ
ま
で
、
街
道

に
関
す

る
資
料

の

収
集

や
分
析
も
行

っ
て
き
ま
し

た
。作
業

で
は
「
旧
松
前

街
道
跡
地
」

と
記

さ
れ
た
看
板
も
四

ヵ
所
に
設

置
し
て

お
り
、
今
後
も

で
き
る
限

り
旧
松
前

街
道
跡
地

保
存
に
努
め

た

い
と
話
し

て

い
ま
し

た
。

一
度

、
尋

ね
て
み
ま

せ
ん
か
。

９月15日（水）12 : 00スタート

10 区 間42.195km
第1回県民駅伝競走大会

九
月

十
五
日

（
水

）
、
青
森
市

内
を

コ
ー
ス
に
第

一
回
青
森

県
民

駅
伝

競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

十
二

時

に
八

甲
田
丸
前

か
ら

ス

タ

ー
ト
し

、
新
町

、

ベ
イ

ブ
リ

ッ

ジ
、
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ

ル
、
合

浦
公

園
、
野
内

、
諏
訪
沢
、
戸

山
、

幸
畑

、
細
越
を
通
り

ゴ
ー

ル
の
総

合
運
動
公

園
に
選
手

が
入

る
の
は

十
四
時
二

十
分
頃

の
予

定
で
す
。

蓬
田
村

選
手
団

も
、
練
習

に
励

ん
で

い
ま

す
の
で

、
み
な
さ
ん

の

応
援
を

お
願

い
し
ま
す

。

実 行 委 員

根
本

瀬
川
市
瀬
沢

陀
緊
弥
森

高
宮

広
呵
青
広

郷

雄
正

人
純
教
治

悟

敏
義

真
健
勝
誠

幡

藤
崎
藤
本
川
川

八
工

柿
野
坂
大
中
登 録 選 手

根
沢
田
本
本
田
科
川
㈲
地
川
㈲
根
科
科
田
地
田

宍
　
二
　
　
　

辺

高
郷
蓬
宮
宮
蓬
長
阿
広
瀬
阿
広
高
長
長
蓬
瀬
蓬

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

６
４
２
８
６
６
８
３
４
７
６
３
中
中
中
中
中
中

3
3
3
1
1
1
1
4
4
3
2
3

蓬
蓬
蓬
蓬
蓬
蓬

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

宏
晃
八
皇
亮
平
淳
純
誠
弘
二
心
充
吾
紀
子
子
子

大
　
　
鉄
　
健
　
茂
伸
誠
　
真
孝
貴
富
善

葉
士
村
井
井
島
本
藤
崎
田
村
川
幡
本
本
中
中
村

杣
福
中
佐
佐
津
藤
野
柿
越
木
大
八
坂
松
田
田
木

９月は国民健康保険税第3期・固定資産税第2期の納期です
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・

オ
ー
イ

飯

・

合

格
を

・

表

札
を

・

亡

き
後

は

声
が
躙
き
た
卜

夫
の
位
牌
に

そ
の
ま
ゝ
か
け
て

内
助
の
功
が

未
亡
人

手
を
合
わ
せ

女
往
み

た
た
え
ら
れ

尚
　
政

年
　
栄

栄
　
博

勇
　
三

・

未
亡

人

・

子
の

た

め
に

・

今

は
亡
き

・

未
亡

人

あ
ら
ぬ
噂
を

女
を
捨
て
た

夫
の
着
物

仏
周
に
愛
を

ね
た

に
さ

れ

未

亡

人

子

に
羽

織

る

ひ

と
つ

置
く

昭
　
夫

お
　
富

重
　
彦

啓
　
子

気
持
ち

が
ゆ
う
う

つ
な
時

軽
い

ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
い
い
よ

話
し

が
で
き
る
心
拍
数
で
。

旧
松
前
街
道
跡
地
整
備



広報よもぎた

自
衛
官
募
集

左
記
の
種
目
に
つ
い
て
募
集
し

ま
す
。

防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大

学
校
学
生
、
看
護
学
生

一

受
付
期
間

防
医
大
　
　
十
月
一
日
～

十
月
二
十
五
囗

防
大
・
看
護

十
月
一
日
～

十
月
二
十
九
日

Ｉ
試
験
日
（
一
次
）

防
医
大
　
十
一
月
六
日
～
七
日

看
　
護
　
十
一
月
十
日

防
　
大
　
十
一
月
十
三
囗
～
十
四
日

一

資
　
格

防
大
・
防
医
大

高
卒
（
見
込
）
二
十
二
成
末

満
の
男
女

看
護高
卒
（
見
込
）
二
十
二
歳
未

満
の
女
子

」
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部

青
森
募
集
事
傍
所

電
話
○
一
七
七
叫
一
七
五
一

お
知
ら
せ

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き

年
金

を
受
け
て

い
る
人

が
亡
く

な
っ

た
と
き
、
遺

族
の
人
は

、
十

四
日
以
内

に
「

年
金
受
給
権
者
死

亡
届
」

を
市
町
村

役
場
の
国

民
年

金
係

に
提
出
し

な
け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん
。
ま

た
、
二

つ
以
上

の
年
金

を
受

け
て

い
た
と

き
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の

年
金

に
つ

い
て
死

亡
届

が
必
要

と

な
り

ま
す
。

年
金
の
支

給
を
受
け
ら

れ
る
の

は
、
死
亡
し

た
月

の
分
ま

で
で
す
。

死
亡

届

が
遅

れ
る
と
、
死

亡
し
た

あ

と
も
年
金

が
支
払
わ

れ
、
過
払

い
と
な
っ
て
し

ま

い
、
あ

と
で
遺

族
の
方
に

返
済
し

て

い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す

の
で

、
こ
の
よ
う

な
こ
と

が
起

こ
ら
な

い
よ
う

速
や

か
に
死
亡

の
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た

、
年
金
の
受
け
取

り
方
法

を
、
銀
行

・
郵
便
局

の
通
帳

へ
の

自
動
振

り
込
み

に
し

て

い
る
と
き

は
、
速
や

か
に
口
座

の
解
約

の
手

続
き
を
行

な
っ
て
く

だ
さ

い
。

★
未
支
給

年
金
の
請
求

に
つ

い
て

死
亡
し

た
年
金
受

給
者

が
、
生

存
中
に
受

け
取
っ
て

い
な
か

っ
た

年
金
か
お
る
場
合
、
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
遺
族
は
、
届
け
出
す

れ
ば
、
こ
の
未
払
い
分
の
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

未
支
給
年
金
を
請
求
で
き
る
遺

族
と
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
配
偶
者

②
子
③
父
母

④
孫
⑤
祖
父
母

⑥
兄
弟
姉
妹

未
支
給
年
金
請
求
書
に
は
年
金

証
書
な
ど
の
添
付
書
類
が
必
要
で

す
の
で
、
く
わ
し
く
は
市
町
村
役

場
の
国
民
年
金
係
へ
お
訪
ね
く
だ

さ
い
。

て

も
簡

単
に

破

れ
て

い
く
の

で
、

こ

の
「
破

竹

の
勢

い
」

と
い
う

表
現

が

生

ま

れ
ま
し

た
。

こ

と
わ

ざ
に
、
「
竹

八
月
木

六
月

」

と
い

う
の
が

あ

り
ま

す
。
竹

は

陰
暦

八
月

に
、
木

は

陰
暦

六
月

に
伐
採

す

る
の

が
よ

い
と

い
う
意

味
で

、

竹
の
場
合
は
陽
暦
の
九
～
十

月
に
か
け
て
が
伐
り
時
と
い

う
わ
け
で
す
。
竹
は
筍
が
出

は
じ
め
る
晩
春
か
ら
初
夏
に

か

け
て

葉
が
落

ち

、
秋

に

な
る

と
緑

あ

ざ
や

か
に
茂

り

ま
す

。
こ

の
こ

ろ

が
「
竹

の
春
」
と
呼
ば

れ
る
成
長
期
で
、

質

も
最

も
よ

い
伐

り
時

な
の
で

す
。

「
破
竹

の
勢

い
」
と
い
う
成

句
は
、

中
国

晋

の
杜
預

か

「
兵

威
す
で

に
振

う

。
た

と
え

ば
竹
を
破

る
が

ご
と
し
。

数

節
の

後
、
皆

刃

を
迎
え

て

解
く
」

と
い

っ
た

の
が
出

典
と

さ

れ
ま
す

。

は
じ
め

の
数

節
に
力

を

入
れ

れ
ば

、

竹

の
ほ

う

か
ら
破

れ
て
い
く
よ
う

に
、

物

事
が
容
易
に
解
決

す
る
こ
と
を
「
刃

を
迎
え

て

解
く
」

と

い
い

ま
す
が

、

こ
の
成

句

は
「
破

竹

の
勢

い
」
ほ

ど

使
わ

れ
て

は
い

ま
せ

ん
。

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

二
人
以
上
の
教
員
が
テ
ィ
ー
ム
を

つ
く
り
、
協
力
し
て
子
ど
も
の
指
導

に
当
た
る
こ
と
。

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
ク
の
形
態

は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
同
じ
教
室
で
同
じ
課
題
を
取

り
半
げ
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ

ご

と
に
、
異
な
る
方
法
で
そ
の
解
決
に

取
り
組
む
よ
う
な
場
合
、
複
数
の
教

員
が
分
担
し
て
グ
ル
ー
プ
を
指
導
す

る
Ｉ

と
い
う
授
業
の
進
め
方
も
。

そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

は
、
教
員
が
テ
ィ
ー
ム
を
組

む
こ
と
に
よ
り
、
一
層
、
子

ど

も
の
良

さ

を
生

か
し
、

可
能

性
を

伸

ば
そ

う
と
す

る
指

導
方

法

の
一
つ

な

の
で

す
。

文

部

省
は
、

平
成

三
年

度

に
指
導

形

態
の

多
様
化

に

関
す

る
調
査

・
研

究
校

六

十
五
校

を

指
定
し

、

テ
ィ

ー

ム

テ
ィ

ー
チ

ン
ク

を
含

め
た

指
導

方

法

の
工

夫
改

善
に

つ

い
て

、

実
践

的

な

研
究

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
。

さ

ら

に
、

平
成

五
年

度
に

は
、

テ
ィ

ー

ム
テ
ィ

ー
チ

ン
ク

の
導

入
な

ど
の

指

導

方
法

の
工

夫
改

善

の
た
め

に
、

教

職

員
配

置

を
柱

と
す

る
「
第

六
次
公

立

義
務

教
育

諸
学

校
教
職

員
配

置

改

善

計
画
二

が
ス

タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
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破竹の勢い

「
破
竹
の
勢
い
で
勝
ち
進

む
」
と
い
え
ば
、
猛
烈
な
勢

い
で
一
方
的
に
勝
利
を
収
め

て
い
く
状
況
を
指
し
ま
す
。

竹
を
刃
物
で
縦
に
破
る
と
き
、

最
初
の
節
を
割
い
て
し
ま
え

ば
、
あ
と
は
力
を
入
れ
な
く



こ
の
村
に
来
て
②

坂
本

ゆ
み
子
（
中

沢
）
さ

ん

◇
ご
出
身
と
当
時
の
お
仕
事
は

鶴
田
町
で
育
ち
地
元
の
高
校
卒

業
後
、
東
京
の
先
物
商
品
取
引
会

社
に
五
年
間
勤
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
青
森
に
帰
っ
て
県
庁
に
臨
時

職
員
で
勤
め
て
い
ま
し
た
。

◇
二
人
の
出
会
い
は

県
の
議
会
事
務
局
に
配
置
さ
れ

て
い
た
時
に
、
あ
る
党
の
総
決
起

集
会
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

集
会
に
来
て
い
た
行
生
（
夫
）
さ

ん
を
、
知
人
が
紹
介
し
て
く
れ
ま

し
た
。

◇
楽
し
み
は

玉
松

台
ス

ポ
ー

ツ

ガ
ー

デ
ン
に

テ

ニ
ス
コ
ー
ト

が
で

き
ま
し

た
よ

ネ
。
テ

ニ
ス
の
サ

ー
ク
ル

か
お
り

ま
し

だ
ら
所
属
し
て

一
緒
に

プ
レ

ー
し

た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

◇
ス
ポ

ー
ツ
は

小
学
校

の
時
は
卓
球

、
中
学

校

は

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
高

校
か
ら
テ

ニ

ス
、
社
会

人
に
な
っ
て

か
ら
も
テ

ニ
ス
部

に
入

っ
て

い
ま
し

た
。
良

い
成
績

は
残
っ
て

い
ま

せ
ん
け

ど

（
笑

じ

。

◇

将
来
の

夢
は

子
供
（
雄
大
君
・
二
才

、
駿
君

・

一
才

）
が
事
故
な

く
元

気
に
育

っ

て
・
…

出
来
れ

ば
高
校
野
球
で

甲

子
園

に
出
て
く

れ
た
ら
最
高
で
す

不ヽ
。
◇
蓬
田

村
は

ヤ
マ
セ

が
強

い
／
・
食

べ
物

が
お

い
し

い
、
特
に

カ
ニ
と
か
。

鰯
に

ウ

ロ
コ
が
あ
る
の

を
こ
こ

へ
来

て

知
り
ま
し

た
（
笑

い
）
。

体
育

祭
や
牧
場
祭
り

な

ど
催

物

も
け
っ

こ
う

あ
る
の
で
好
き
で
す
。

も
う
少
し

ス

ポ
ー
ツ
を
す

る
機

会

が
あ

れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

◇
最
後

に
一
言

子
供

が
小

さ

い
の
で

、
ま

だ
近

所
の
人
し

か
知
ら
な
い
ん
で
す
が
、

今
後
、
子

供
会
と

か
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
か

に
出

る
こ

と
に
な
り
ま
す

の
で

ど

う

ぞ
よ

ろ
し

く
。

み
～
つ
け
た

蓬田小学校校門付近、道路沿の並木

が、道路拡幅工事に伴い、学校周辺に

移植されました。

立派に成長した並木は、小学校新築

当時、寄贈され植樹されたものです。

９月行事予定表　　　　　　　　　　　
29　27　　　24　　　　　22　20　19　18　16　15　14　13　12　　　8　　　6　4　　　1 日

水　月　　　金　　　　　水　月　日　土　木　水　火　月　囗　　　水　　　月　土　　　水 曜

陶　書　一　三　陶　離　乳　書　子　ﾉﾏ　癇　陶　敬　書　ﾉく　陶　成　書　大　ﾉﾏ　陶　抂
芸　道　２　　種　芸　乳　児　道　供　ッ　呆　芸　．． 道　イ　芸　分　道　掃　ッ　芸　犬
教　教　

Ｗ　
混　教　食　育　教　会　チ　疾　教　老　教　ア　教　敝　教　除　チ　教　病

室　室　一　合　室　教　児　室　交　ワ　患　室　会　室　ス　室　血　室　検　ワ　室　予
ワ　　　室　教　　　通　｜　予　　　　　　　　口　　　　　　　　査　｜　　　　防

9　13　13　ク　９　　　室　13　安　ク　防　9　　　13　 ン　9　　　13　
＿　ク　９　注

時　時　時　チ　時　　　　　時　全　教　学　時　　　時　イ　時　　　時　村　教　時　射

30　　　s　 ン　30　　　　　　　　球　室　習　30　　　　　ン　30　　　　　内　室　30　一
分　　　13　予　分　　　　　　　　技　　　会　分　　　　　よ　分　　　　　一　　　分　村
時　防　　　　　　　　　　大　18　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　18　　　内
30　接　　　　　　　　　　会　時　　　　　　　　　　ぎ　　　　　　　　　　時　　　－

分　種　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　た　　　　　　　　　　30
分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分

行

事

中　中　　民　　中　民　民　中　村　中　民　中　民　中　観　中　民　中　民　中　中　民
央　央　　　　　央　　　　　央　子　央　　　央　　　央　光　央　　　央　　　央　央
公　公　　生　　公　生　生　公　　　公　生　公　生　公　　　公　生　公　生　公　公　生
民　民　　　　　民　　　　　民　供　民　　　民　　　民　協　民　　　民　　　民　民
館　館　　課　　館　課　課　館　会　館　課　館　課　館　会　館　課　館　課　館　館　課

担

当

11●行事予定／み～つけた
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ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

村
勢
要
覧
で
郷
土
の
着
実
な
発

展
を
拝
見
し
、
蓬
田
人
と
し
て
大

変
心
強
く
思
い
ま
す
。

私
は
現
在
、
京
浜
急
行
電
鉄
㈱

京
急
川
崎
駅
の
助
役
と
し
て
主
に

京
浜
急
行
電
鉄
（
株
）
京
急
川
崎
駅ま

さ

古
　
川
　
正

職
員
の
管
理
、
指
導
教
育
、
旅
客

の
苦
情
処
理
、
ホ
ー
ム
の
立
哨
等

に
当
っ
て
お
り
ま
す
。
駅
職
員
の

総
勢
は
7
0余
名
で
、
一
日
の
乗
降

旅
客
は
約
1
5万
人
あ
り
、
そ
の
大

半
が
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
に

集
中
し
ま
す
。
一
編
成
1
2両
で
約

三
千
人
が
乗
車
す
る
特
急
列
車
を

は
じ
め
１
時
間
に
2
4本
の
列
車
が

着
発
し
、
ホ
ー
ム
は
旅
客
で
あ
ふ

れ
、
そ
の
安
全
に
は
大
変
、
気
を

使
い
ま
す
。
勤
務
形
態
は
、
本
番

非
番
、
週
休
の
繰
り
返
し
で
自
由

な
時
間
が
多
く
、
今
の
時
期
は
家

族
で
プ
ー
ル
や
遊
園
地
に
行
っ
た

り
、
近
く
の
海
に
自
転
車
で
釣
り

に
行
っ
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま

人口と世帯数

(7月31日現在)

総人口3,960 人

男　1,899 人 丿
女　2,061 人 吉

世帯数1,051 世帯

お誕生おめでとうございます

長　 女

す
。当
地
方

に
も
多
数

の
郷
土
の
仲

間

が
慟

い
て

お
り
先
日

も
、
蓬
田

村
出
身

の
中

学
同
期

の
仲

間
と
、

一
献
酌
み
交
し

、
津
軽

弁
に
華

が

さ
き
胸

が
熱

く
な
り
ま
し

た
。

さ
て
、
振

り
返
り
ま
す

れ

ば
、

鉄
道
に
憧

れ
京

浜
急
行

に
入
社
以

来
2
5年
間

、
大

過
な
く
ま

た
入
社

同

期
の
仲
間

に
遅
れ
る
こ

と
な
く

今
日
ま
で
歩

ん
で
来

れ
た
の
も
、

厳
し

く
も
優
し

い
「
津

軽
蓬

田
」

の
風

土
に
育
ま

れ
た
、

「
真
面

目

さ
」
と
「
け

っ
ぱ
り
精

神
」
の
お

陰
と
、
感
謝

致
し

て

お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

、
我

が
ふ
る
さ

と
「
津

軽
蓬

田
」
の
名

を
汚
さ

ぬ
様

、
頑

長　 女

柿崎　彩花

青木　岬野

柿崎　里奈

栄
さ
ん

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
私
の
紹

介
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

メモ

卜 現住所／〒235 神奈川県横浜市磯子区杉

田7-1 -10-56/ 登045-ﾌｱ4-37621･･ 生年月日

／昭和24年12月26日／･･･出身／阿弥陀川／

古川吉榮氏弟卜家族構成／妻・夏子・長女

・沙奈美・卜１好きなもの／釣り・読書S1 経

歴／青森県立東高等学校卒(昭和43 年３月)

／京浜急行電鉄(株)入社(昭和43年４月)～

現在に至る。

広
報
八
月
号
の
表
紙
下
欄

で
「
震
災
を
受
け
た
地
域
に

つ
い
て
」
適
切
で
な
い
表
現

が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　口

７月受付分

悟

美　香

憲　秀

真　琴

寿　 雄

若　 子
長　女

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

助
　

役

張
る
所
存
で
す
。

最
後
に
、
村
民
皆
様
の
御
多
幸

と
、
蓬
田
村
の
益
々
の
発
展
を
心

お

詫

び

おくやみ申し上げます

山舘　ソノ（㈲辺地　83 箴）

田中　 みき（広　 ㈲　86 筬）
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